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使用上の注意  事故やけが、器具の損傷を防ぐため、次の事項を必ず守ってください。

転倒、破損、けがのおそれあり
 運動具やお子様の遊具など、目的外の使用や改造はしない。

火災、変形のおそれあり
 火気の近くや高温になる場所で使用しない。

転倒、破損、けがのおそれあり
 以下のような場所で使用しない。
・ 通行の妨げになる場所、強い振動・衝撃のある場所
・風の強い場所、高い場所
・不安定な場所
・濡れている、凍結しているなど滑りやすい場所
 必ず平地で使用する。
 耐荷重（100kg）以上の荷重をかけない。
 座面以外に重い物を置く・座るなど、片寄った荷重をかけない。
 飛び乗ったり飛び跳ねたり、座面に立ったりしない。
 折りたたんだ状態で、持ち上げて移動させる。

破損、変形のおそれあり
 雨天時は使用しない。
 長時間直射日光に当たる場所では、使用・放置しない。

組み立て方法 組み立て方法と注意をよく読み、番号順に正しく組み立ててください。
撤収は必ず逆順で行ってください。
使用する前にはしっかりと組み立てられているか必ず確認してください。

 組み立て・撤収時、可動部で指などを挟まないよう、注意する。

1			 座面フレームを押して、本体を8割程度広げる
 完全に広げてしまうと、背もたれが取り付けられません。

座面フレーム

2			 背もたれを取り付け、本体を完全に広げる
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LOGOS	Smart	Garden	ウッドディレクターチェア
No.73303001
この度は、本商品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
ご使用前に、この説明書をよく読んで正しく組み立ててください。
また、事故やけが、器具の破損などを防ぎ、安全に正しくご使用いただくために、
注意事項は必ずお守りください。
この取扱説明書は、大切に保管してください。

組立て・取扱説明書

続きは裏面を見てください。
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 廃棄は、お住まいの地域のごみ分別方法にしたがってください。
 製品の仕様は予告なく変更する場合があります。

使用上のお願い

 主に野外での一時的な使用および組み立て・撤収を前提に開発された製品です。 
使用環境により著しく経年劣化することがありますので、次の点にご留意ください。
• 組み立てた状態での長期連続使用は想定していません。（想定連続使用期間：2～3日間）
• 組み立て・撤収時に製品の状態を確認し、破損などの不具合が見られた場合は直ちに使用を中

止してください。
• 収納時に上に載せた物の荷重や、落下などで破損する場合があります。

 本製品は天然木製のため、次のことにご注意ください。
• 風化してささくれなどが発生する場合があります。
• 雨、湿気、紫外線により樹液やヤニが出る場合があります。衣類などを汚さないようにご注意く

ださい。（特に、汗など水分を含んだ衣類は汚れが付きやすくなります）
• 同じ材質の部材でも、仕上がり後の色調や色の濃さは異なります。（成長した場所や過程の違いに

よって、変化のしかたが少しずつ異なるため）
• 部材は十分に乾燥させていますが、木目の入りかたや湿気・紫外線などによる経年変化により、曲

がり、反り、割れが発生することがあります。
• においがすることがあります。

 ハンドメイド製品のため、色や形状などがばらつく場合があります。
 気候条件や設置条件により、変色、カビ、割れが発生することがあります。

収納方法
組み立て時と逆の手順でたたんでください。

1			 8割程度にたたむ
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2			 背もたれを取り外す 3			 完全にたたむ

お手入れ・メンテナンス

 塗装するときは、使用する塗料の取扱説明書にしたがう。
 塗装するときは、風通しの良い場所（屋外など）で行い、
換気に注意する。

 汚れたときは、乾いたやわらかいふきんなどで拭いてください。
 汚れがひどい場合は、薄めた中性洗剤を使用してください。
 ご使用後は日陰で十分乾燥し、湿気の少ない所で保管してください。
 安全のため約2～3か月ごとに、ガタつきがないか確認してください。
 長くお使いいただくため、定期的なメンテナンスをおすすめします。
• 本製品から樹液やヤニが出るときは、乾いた布などで拭き取るか、乾燥して硬くなってからサン

ドペーパーなどでみがいてください。
• 塗装するときは、事前にごみや汚れを落としてください。

 準備物：木材保護塗料、ハケ、サンドペーパー（目が粗めの物と細かい物）、布など、新聞紙
①濡らした布などで表面を拭き、泥、汚れ、ほこりなどを落とす

•  表面や角にささくれがある場合は、粗めのサンドペーパーで研磨して、なめらかにする。
②表面が乾燥したら、ハケなどで塗装する（1回目）

• 周囲が汚れないように、新聞紙などで保護する。
③塗装が乾いたら、再度、ハケなどで塗装する（2回目）
④布などで、表面の塗料をすり込む
⑤細かいサンドペーパーで仕上げの研磨をする
⑥必要に応じて、木材保護塗料を少ししみ込ませた布で、拭き上げる
⑦塗装から1日以上、乾燥させる

木製部のメンテナンス方法例


